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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 

 地盤内に生ずる波動現象についての究明は地震工学上で基礎的な課題である．著者等はそのような究明に使用し

得る模型実験法の開発を手がけてきた(1)．波動実験において波動の発生が複雑で実験の実施が困難になるときでも，

1 つのパルスでの結果が得られれば，後は重ね合わせの手段を用いて目的が達せられることがある．数理的には，

Green 関数を求めて行う解析と類似している．本文では，剛基層上の模型弾性層内を伝播する SH 波状の波動を例

題にして，このような重ね合わせの方法を試行している． 

２．実験計画と方法２．実験計画と方法２．実験計画と方法２．実験計画と方法 

 Fig-1に実験状況が示されている．剛基層としては鋼材を用いた．弾性層模型の材料には，アクリルアミドゲルを

用いた．この材料の横波速度は 1.1m/sと他の模型材料のものに比べて格段に低いため，波動現象の把握や波動発生

の機械的制御が容易になる．加振には，電磁式加振器を用いた．模型表面上にアルミ角棒を圧着して，それを加振

器により模型奥行き方向に加振することで SH 波状の波動を発生させた．図中の太字の番号は変位時刻歴のチャン

ネル番号を意味する．1CH が加振点である．2CH から 8CH は変位測定位置である．変位の測定には，レーザー変

位計および過電流損式変位計を用いた．サンプリング周波数は 1000Hzである． 

Fig-1 実験模型と測点位置（番号は ch） 

加振のための入力には周波数発振器を用い，0.5波の

加振を行った．加振振動数は 4.0Hz~18.0Hzとした．Fig-2

には，8.0Hzでの変位時刻歴が一例として示されている． 

３３３３....実験結果の重ね合わせと考実験結果の重ね合わせと考実験結果の重ね合わせと考実験結果の重ね合わせと考察察察察 

時刻歴の重ね合わせを Fig-3に示すように行った．加

振が 0.5波のときの時刻歴を g(t)とする．加振が 1波の

ときの時刻歴を求めるには，g(t)に 0.5T（Tは周期）だ

け時刻を増加して-g(t+0.5T)を加えればよい．Fig-4には，

5 波の加振をした場合の時刻歴の算出結果が示されて

いる． 

 
               Fig-2 時刻歴波形（0.5波入力）
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  ①と②の時刻歴波形をたしあわせて合成波③となる． 

                Fig-3 重ね合わせの図    

         

Fig-4 時刻歴波形（重ね合わせ） 
 例示した 8.0Hz以外の加振振動数についての Fig-4と類似した波形を求め，波動の分散状況を調べた．その結果が

Fig-5 に示されている．λ は波長，Hは模型層厚，Cgは群速度，Cp位相速度，Vsは横波速度を示している．図中

には，剛基層上の弾性層内を伝播する LOVE波の理論分散曲線を併記した．理論は実験結果を説明すると考えられ

る．また，加振振動数の差異による各点の加振点との変位応答倍率の変動状況を求めた．Fig-6にその結果が示され

ている．模型弾性層のせん断 1次振動数は 5.5Hzである．Fig-6では，7~8Hzで応答倍率がピークを示している．著

者等が別途報告した(2)通り，せん断 1次振動数の約 1.4倍で応答倍率がピーク値を示すことを裏付けている． 
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        Fig-5 LOVE波の分散曲線（重ねあわせ）              Fig-6 応答倍率（重ね合わせ） 

4444．結び．結び．結び．結び    

 波形を重ね合わせた算定結果の妥当性を，剛基層上の弾性層内を伝播する波動問題により例証した．実験上で入

力の難しい問題や，多点で入力する問題に対して有効であると考える． 
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